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度重なる台風の襲来や夏季の干ばつ，保水力や肥
沃度に劣る土壌など，作物にとって厳しい環境条件
が重なる南西諸島では，サトウキビが基幹作物として
大きな役割を果たしている。しかしながら，その収
量，糖度とも年次間の変動が極めて大きく，低収，低
糖度が続く地域も少なくない（杉本，2002；杉本ら，
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蔗糖度が高く品質の良い早期収穫向けサトウキビ新品種「KN00-114」の育成。九州沖縄農研報告　61：1 - 16.
　「 KN00-114 」は九州沖縄農業研究センターにおいて育成された，茎数が多く多収，甘蔗糖度が高く，12 月
収穫の可能な早期高糖性のサトウキビ新品種である。1998 年に財団法人甘味資源振興会が南アフリカ共和国
糖業試験所から導入した種子の分譲を受けて，九州農業試験場（現，九州沖縄農業研究センター）が 1999
年に育成を開始し，実生選抜，４回の栄養系選抜，系統適応性検定試験，特性検定試験，奨励品種決定調
査を行った。2011 年に「KN00-114」として品種登録申請を行い，2012 年に鹿児島県の奨励品種として採用さ
れ，2012 年に「さとうきび農林 30 号」の農林認定を受けた。発芽は「NiF8」と同程度に良く，萌芽はやや
劣る“やや良”である。分げつ性は「NiF8」よりも優れる“やや強”である。原料茎数は春植えで「NiF8」よ
りも多く，株出しでは同程度からやや多い傾向である。原料茎長が「NiF8」より長いが，原料茎径は「NiF8」
よりもやや細く，春植えでの一茎重は「NiF8」よりも軽く，株出しではやや重い。原料茎重，可製糖量は，春
植え，株出しとも「NiF8」を上回っている。早期高糖性を具え，12 月のレフブリックス値は春植え，株出しと
もに「NiF8」より高い。特に鹿児島県大島地域では，春植え，株出しともに原料茎重，可製糖量が「NiF8」
よりも多く，12 月の早期収穫においても同様の傾向である。12 月収穫を必要とする大島地域に，「Ni22」に続
く早期収穫の新たな選択肢を与える品種として普及する見込みである。
キーワード：サトウキビ，早期高糖，早期収穫，鹿児島県大島地域。
2003）。サトウキビの収量を改善かつ安定化するため
には，その弱点である初期生育の遅さを鑑みて，台風
や干ばつの発生する夏季までに十分な生育を確保して
おくことが重要である。
鹿児島県大島地域（奄美大島，徳之島，喜界島，
沖永良部島，与論島の 5 島，以下，大島地域）で
は，収量の変動が大きく生産量が不安定なことが，
製糖工場の操業の安定性に大きな影響を与えている。
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2011/2012 年産のサトウキビ作において，大島地域の
生産量が，生育初期の低温と日照不足，台風や干ば
つの気象災害，メイチュウ害等により，平年比で 3 ～
4 割減少したことは記憶に新しい（小牧，2013）。
大島地域では通常，サトウキビの収穫および製糖工
場の操業は 1 月から行われ，12 月から 4 月まで 5 か月
間の製糖工場の操業が見込まれる熊毛地域（種子島）
と比較してその期間はわずか 3 か月程度と短い（伊禮
ら，2010）。操業期間に対応して収穫作業が短い期間
に集中することが，次作の出来を大きく左右する植付
け作業や株出し処理作業の遅延，ひいては収量低下
を招き，結果として工場におけるサトウキビ原料の安
定確保を困難としている可能性は否めない。収穫時期
の前倒しには，収穫作業と他の農作業との競合の緩
和や，寒さの最も厳しい 1 月～ 2 月の低温期に萌芽時
期が重なることを避けるという効果（杉本，2002；伊
禮ら，2009）が見込まれるが，サトウキビ作に及ぼす
利益はそれにとどまらない。サトウキビが群落の草冠
の完成に至るまでの初期生育に時間のかかる作物であ
ることはよく指摘される点であるが（寺内ら，1999；福
澤ら，2008），台風の襲来や干ばつが夏季以降に起こ
ることの多い南西諸島では，その夏季までに十分なサ
トウキビの生育を確保しておくことが，その後の栽培の
成否を分けるといっても過言ではない（石川，2012）。
収穫時期の早期化は植付けや株出し処理時期を早め，
本来，初期生育の遅いサトウキビにその生育に必要な
時間を与える意味があり，収量の高位安定化に有効な
栽培技術としてサトウキビ関係者に認識されてきた（寺
内ら，2000；杉本ら，2003；伊禮ら，2009）。
収穫の早期化を実現するには，早期に糖度が上昇
する早期高糖性を具えた複数の品種の存在が必要で
ある。鹿児島県では 2006 年に熊毛・大島の両地域を
対象に早期高糖性品種である「Ni22」を奨励品種とし
て採用しており（伊禮ら，2010），「Ni22」はこれら地
域への早期収穫の導入に大きな役割を果たしてきた。
「Ni22」は多収性と 12 月収穫に適した早期高糖性を
具え，株出し処理後の萌芽性にも優れた優良な品種
であるが，１品種で地域の早期収穫体系を支えること
は，リスク分散の観点から望ましいとはいえない。また
「Ni22」は機械収穫を前提としているが，徳之島のよう
にハーベスタ普及率が 9 割を越える島（當，2011）と
5 ～ 6 割の島（宮部，2007）が混在する大島地域では，
機械収穫への適性に加え，脱葉性など手刈り収穫へ
の適性を具えた品種に対するニ ズーもある。
地域の早期収穫体系をより堅固なものにするため，
また，多様な事情を抱えた地域のサトウキビ生産者の
ニーズに応えるため，九州沖縄農業研究センタ （ー以
下，九沖農研）では，財団法人甘味資源振興会が南
アフリカ共和国糖業試験所から導入した種子の分譲
を受け，多収で早期収穫に適した品種の育成を目指し，
茎数型の多収性，早期高糖性を重視した選抜を行い，
有望系統「KN00-114」を得た。同系統は 2012 年に
大島地域を普及見込み地帯とする農林水産省の農作
物新品種「KN00-114」（さとうきび農林 30 号）として
命名登録された。ここでは「KN00-114」の育成につい
て，来歴，育成経過，主要特性等を報告する。
本品種の育成にあたり，財団法人甘味資源振興会，
日本甘蔗糖工業会，日本分蜜糖工業会，鹿児島県糖
業振興協会，鹿児島県農業試験場（現，鹿児島県農
業開発総合センター），沖縄県糖業振興会，沖縄県農
業試験場（現，沖縄県農業研究センター），種苗管理
センター，国際農林水産研究センターの関係各位には
多大なご協力をいただいた。さらに，育成地において
は圃場管理および調査業務を担当してくださった専門
技術職員ならびに非常勤職員の各位にご尽力いただい
た。記してここに感謝の意を表する。
Ⅱ.   来歴と育成経過
1.　育種目標
系譜を第 1 図に示した。茎数型の多収性と早期高
糖性を具え，脱葉性など収穫時に好まれる形質を有し
た品種の育成を育種目標とした。
2. 選抜および特性調査の経過
選抜および検定の結果を第１表に示した。「KN00-
114 」は，九州沖縄農業試験場作物開発部さとうきび
育種研究室（現，九州沖縄農業研究センター作物開
発・利用研究領域さとうきび育種グループ）が，1998
年に財団法人甘味資源振興会が南アフリカ糖業研究
所から導入した種子の分譲を受けて，1999 年に育成
を開始した系統である。1999 年 9 月に育成地で実生
を育成して得た 48 個体を，2000 年 4 月に試験圃場に
定植して翌年まで個体選抜を行い，2003 年まで収量，
糖度，萌芽性を重視して栄養系選抜を重ねた。この間，
2002 年 3 月に「KN00-114」の系統名を付与した。
3石川ら：早期収穫向けサトウキビ新品種「KN00-114」の育成
2004 年以降は，育成地での生産力検定試験に供
試するとともに，2004，2005 年に特性検定試験およ
び系統適応性検定試験に供試した（第２表）。両試験
の結果から，2006 年以降は鹿児島県熊毛および大島
地域，沖縄県名護地域を対象にした奨励品種決定調
査に供試して普及見込み地域における適応性を検定
した。その結果，大島地域において，多収性，早期
高糖性，12月収穫の適性が認められ，2012 年に大
島地域を対象とする鹿児島県の奨励品種に採用され，
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茎数型の多収性，早期高糖性を重視した選抜を行い，
有望系統「KN00-114」を得た。同系統は 2012 年に
大島地域を普及見込み地帯とする農林水産省の農作
物新品種「KN00-114」（さとうきび農林 30 号）として
命名登録された。ここでは「KN00-114」の育成につい
て，来歴，育成経過，主要特性等を報告する。
本品種の育成にあたり，財団法人甘味資源振興会，
日本甘蔗糖工業会，日本分蜜糖工業会，鹿児島県糖
業振興協会，鹿児島県農業試験場（現，鹿児島県農
業開発総合センター），沖縄県糖業振興会，沖縄県農
業試験場（現，沖縄県農業研究センター），種苗管理
センター，国際農林水産研究センターの関係各位には
多大なご協力をいただいた。さらに，育成地において
は圃場管理および調査業務を担当してくださった専門
技術職員ならびに非常勤職員の各位にご尽力いただい
た。記してここに感謝の意を表する。
Ⅱ.   来歴と育成経過
1.　育種目標
系譜を第 1 図に示した。茎数型の多収性と早期高
糖性を具え，脱葉性など収穫時に好まれる形質を有し
た品種の育成を育種目標とした。
2. 選抜および特性調査の経過
選抜および検定の結果を第１表に示した。「KN00-
114 」は，九州沖縄農業試験場作物開発部さとうきび
育種研究室（現，九州沖縄農業研究センター作物開
発・利用研究領域さとうきび育種グループ）が，1998
年に財団法人甘味資源振興会が南アフリカ糖業研究
所から導入した種子の分譲を受けて，1999 年に育成
を開始した系統である。1999 年 9 月に育成地で実生
を育成して得た 48 個体を，2000 年 4 月に試験圃場に
定植して翌年まで個体選抜を行い，2003 年まで収量，
糖度，萌芽性を重視して栄養系選抜を重ねた。この間，
2002 年 3 月に「KN00-114」の系統名を付与した。
4 九州沖縄農業研究センター報告　第61号 （2014） 
同年に「KN00-114」（さとうきび農林 30 号）として命
名登録された。
Ⅲ． 特性の概要
1． 形態的特性
形態的特性を第３表に示した。調査は種苗特性分
類の審査基準に基づいて行い，標準品種として「NiF8」
を用い，特性分類の基準品種である「NCo310」を加
えた（以降の生態的特性，耐病性および耐虫性につい
ても同様とした）。「KN00-114」の草型は「NiF8」と
同じ“立”である。葉色は「NiF8」と同じ“濃”である。
葉身長は「NiF8」と同じ“中”である。葉幅は「NiF8」
と同じ「広」である。葉厚は「NiF8」と同じ“中”で
ある。葉鞘長は「NiF8」と同じ“中”である。葉鞘の
毛群は“無”で「NiF8」より少ない。葉鞘の蝋質物は
“中”で「NiF8」と同じである。蔗茎の形態は「NiF8」
と同じ“円筒型”である。蔗茎の基本色は 「NiF8」と
同じ“黄緑”である。複合色は「NiF8」同じ“淡紫”
である。茎長は「NiF8」と同じ“やや長”である。茎
径は“やや細”で 「NiF8」よりもやや細い。蔗茎の蝋
質物は「NiF8」と同程度の“極多”である。蔗茎の亀
裂，海綿化は認められない。気根は 「NiF8」と同様
に認められない。髄孔率は「NiF8」と同じ“小”である。
芽子の形態は「NiF8」と同じ“円”である。突出度は 
「NiF8」と同じ“凸”である。芽子の大きさは「NiF8」
と同程度である。芽翼は“やや広”で「NiF8」より大
きい。
2.　生態的特性
生態的特性を第 4 表に示した。「KN00-114」の発
芽性は「NiF8」と同じ“良”である。萌芽性は「NiF8」
よりやや劣る“やや良”，分げつ性は“やや強”で「NiF8」
よりもやや優れる。茎の直立性は「NiF8」と同じ“直
立”である。初期伸長性は「NiF8」と同じ“良”である。
登熟性は「NiF8」よりやや優れる“早”である。収量
性は「NiF8」と同じ“多”である。出穂は「NiF8」よ
りやや少ない“やや多”である。耐倒伏性，風折抵抗
。 。
：
３
。 。
：
。
。
：
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性は“やや強”である。脱葉性は 「NiF8」よりやや劣
る“やや易”である。
3.　耐病性および耐虫性
耐病性および耐虫性を第５表に示した。「KN00-114」
のモザイク病抵抗性は“やや強”，さび病抵抗性は“強”
である。梢頭腐敗病は“強”である。メイチュウ類抵
抗性は“中”である。主要病害である黒穂病および葉
焼病抵抗性については，育成中の病害発生の観察とと
もに，特性検定を実施した（第６表，第７表）。特性
検定における黒穂病抵抗性は「NiF8」よりも発病率は
高く“中”（発病株率 40.0%）であるが，「NCo310」（発
病株率 91.0%）よりも明らかに強く（第６表），黒穂病
多発地帯である与論島を含めて普及見込み先での発
生は認められなかったため，黒穂病抵抗性は“強”と
判定された。葉焼病抵抗性は「NiF8」と同じ“強”で
ある（第５表，第７表）。
。
。
。
。
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　 特性に関する成績を得た。また，同期間に，育成地における春植え，株出しの両方で観察調査を行った。これら
　 をあわせ，種苗特性分類の審査基準に基づいて各特性を決定した。標準品種として「NiF8」を用い，特性分類の
　 基準品種である「NCo310」を加えた。
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「NiF8」と同じ“凸”である。芽子の大きさは「NiF8」
と同程度である。芽翼は“やや広”で「NiF8」より大
きい。
2.　生態的特性
生態的特性を第 4 表に示した。「KN00-114」の発
芽性は「NiF8」と同じ“良”である。萌芽性は「NiF8」
よりやや劣る“やや良”，分げつ性は“やや強”で「NiF8」
よりもやや優れる。茎の直立性は「NiF8」と同じ“直
立”である。初期伸長性は「NiF8」と同じ“良”である。
登熟性は「NiF8」よりやや優れる“早”である。収量
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りやや少ない“やや多”である。耐倒伏性，風折抵抗
。 。
：
３
。 。
：
。
。
：
6 九州沖縄農業研究センター報告　第61号 （2014） 
4.　早期高糖性
育成地におけるレフブリックス値の推移を第 8 表に
示した。「KN00-114」のレフブリックス値は，10月お
よび 11月の春植えでは「NiF8」よりも高いが，株出し
では低い。12月では春植え，株出しともに「NiF8」よ
りも高い。「KN00-114」は，春植えにおいては「NiF8」
に比べ早期高糖で，早期収穫に適した特性を具えてい
ると言える。
５.　刈り置きによる蔗汁品質の劣化性
収穫後直ちに搾汁した場合と刈置き後に搾汁した
場合とを比べ，純糖率（茎中に含まれる糖のうち，ショ
。
。 。
。：
８
。
。
。
：
9
。 。：
糖が占める割合）と可製糖率（製糖可能なショ糖の割
合）の減少により，刈置き後の蔗汁品質の劣化程度を
評価した。その結果を第９表に示した。
「KN00-114」は「NiF8」に比べ，収穫直後の純糖率
および可製糖率は高いが，刈置き後の純糖率，可製
糖率の減少が大きい。刈置きによる品質劣化の程度は，
「NiF8」に比べて大きいといえる。「NCo310」に比べ
ると刈置きによる品質劣化の程度は小さい傾向ではあ
るが，収穫後迅速に工場に搬入することが望ましい。
6.　育成地における収量および品質
育成地において標準的な栽培により，2004 年から
7石川ら：早期収穫向けサトウキビ新品種「KN00-114」の育成
2009 年にわたり，春植え 6 作，株出し 5 作を行い，
収量および品質に関する特性を調査した。その耕種概
要を第10 表に，結果を第 11 表に示した。「KN00-114」
は春植え，株出しともに「NIF8」に比べ原料茎数が
多く，原料茎長が長い。茎径は 「NiF8」と比較して
細い。一茎重は春植えでは「NiF8」より軽いが，株
出しでは重い。レフブリックス，蔗汁糖度，甘蔗糖度
は春植え，株出しともに「NiF8」よりも高い。「NiF8」
に比べ繊維分は多いが可製糖率が高いため，可製糖
量は春植え，株出しとも「NiF8」よりも多い。
Ⅳ．配布先における試験成績
1.　系統適応性検定試験における試験成績
鹿児島，沖縄の両県において系統適応性検定試験
。
。：
を実施した。その耕種概要を第12 表に，成績を第 13
表に示した。
鹿児島県農業開発総合センター徳之島支場では春
植え，株出しともに「NiF8」に比べて原料茎重が重く，
蔗汁糖度が高く，可製糖量が多かった。
南西糖業の夏植えおよび沖縄県農業研究センター
名護支所の春植えでは，「NiF8」よりも茎数が多く，
茎長が長く原料茎重が重かった。蔗汁糖度，可製糖
率も「NiF8」より高く，可製糖量が多かった。
沖縄県農業研究センター宮古島支所の春植えでは，
原料茎数が「NiF8」よりも少なく，原料茎重が「NiF8」
を下回った。蔗汁糖度は「NiF8」よりもやや高かった
ものの，繊維分が多く，可製糖率は「NiF8」よりや
や低かった。結果的に可製糖量は「NiF8」よりやや少
なかった。
。 。：
。 。：
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ると言える。
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糖が占める割合）と可製糖率（製糖可能なショ糖の割
合）の減少により，刈置き後の蔗汁品質の劣化程度を
評価した。その結果を第９表に示した。
「KN00-114」は「NiF8」に比べ，収穫直後の純糖率
および可製糖率は高いが，刈置き後の純糖率，可製
糖率の減少が大きい。刈置きによる品質劣化の程度は，
「NiF8」に比べて大きいといえる。「NCo310」に比べ
ると刈置きによる品質劣化の程度は小さい傾向ではあ
るが，収穫後迅速に工場に搬入することが望ましい。
6.　育成地における収量および品質
育成地において標準的な栽培により，2004 年から
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沖縄県農業研究センター石垣支所の春植えでは，
原料茎数が「NiF8」よりも少なく，原料茎重が「NiF8」
を下回った。蔗汁糖度は「NiF8」よりもやや高かった
ものの，可製糖率はやや低く，可製糖量は「NiF8」
を大幅に下回った。
以上の結果より，「KN00-114」は沖縄県宮古島支所，
同石垣支所を除く各試験地で「NiF8」よりも茎数が多
く，全ての試験地で 「NiF8」よりも原料茎長が長かっ
た。蔗汁糖度は全ての試験地で「NiF8」よりも高く，
優良な特性がみとめられたことから，鹿児島県全域と
沖縄県の名護支所を対象として新配布し，奨励品種
決定調査に供試した。
2.　普及見込み地帯における試験成績（鹿児島県大島
　　地域）
１）慣行の栽培および収穫
鹿児島県農業開発総合センター徳之島支場におい
て，2006 年から 2009 年の 4 カ年にわたって春植え 4
作，春株出し 3 作，夏植え 3 作，夏株出し 2 作で奨
励品種決定調査を実施した。その耕種概要を第14 表
に，成績を第15 表に示した。「KN00-114」は各作型
において「NiF8」よりも原料茎数が多く，原料茎長
が長かった。「NiF8」との原料茎長の差異が少なく，
「NiF8」よりも一茎重の軽かった（データ省略）夏植
えを除いた作型において，「KN00-114」の原料茎重は
「NiF8」よりも重かった。甘蔗糖度，可製糖率は 「NiF8」
と同程度で，可製糖量は「NiF8」と同程度か「NiF8」
よりも多かった。特に春植えでは，原料茎重，可製
糖量が「NiF8」を大きく上回った。
大島地域において，2006 年から 2009 年に 1 月か
ら 2 月収穫の奨励品種決定調査現地適応性検定試
験（以下，現地試験）を実施した。その耕種概要を
第16 表に，試験結果における各地域での可製糖量を
第２図に示した。各地域において，「KN00-114」は育
成地と徳之島支場と同様に茎数型の多収性を示した。
奄美大島の春植え，喜界島の株出し，沖永良部島の
：
。
。
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第16 表に，試験結果における各地域での可製糖量を
第２図に示した。各地域において，「KN00-114」は育
成地と徳之島支場と同様に茎数型の多収性を示した。
奄美大島の春植え，喜界島の株出し，沖永良部島の
：
。
。
。。
：
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夏植えを除き，各試験地で「NiF8」よりも可製糖量が
同等か多く，特に徳之島の夏植えと夏株出し，沖永
良部島と与論島の株出しで顕著であった。可製糖量
が「NiF8」を大きく下回った沖永良部島の夏植えでは，
原料茎数が「NiF8」より少なく，一茎重がかなり軽かっ
たことが少収の原因と考えられた（データ省略）。
2）早期収穫
鹿児島県徳之島支場において，「KN00-114」の早期
（11 ～ 12 月）収穫試験を実施した。その耕種概要を
第17表に，成績を第 18 表に示した。「KN00-114」は
夏植え，夏株出しとも，「NiF8」と比較して原料茎数
が多く，原料茎長も長く，「KN00-114」の原料茎重は
「NiF8」を上回った。甘蔗糖度についても，「KN00-114」
は夏植え，夏株出し両方の作型で「NiF8」よりも高く，
可製糖量は 「NiF8」をそれぞれ19および35%上回った。
これまでに述べた大島地域において実施した栽培
試験の結果の概評を第19 表に示した。「KN00-114」は，
既存の主要な普及品種である「NiF8」に比べ，茎数
第２図　大島地域の現地試験におけるKN00-114 の可製糖量
11石川ら：早期収穫向けサトウキビ新品種「KN00-114」の育成
。
。
：
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が多く多収，早期高糖性である等，育成地と同様の
特性を示し，高い評価を得た。
3.　その他の地域における試験成績（鹿児島県熊毛地
　　域，沖縄県各地）
鹿児島県農業開発総合センター熊毛支場において，
2006 年から 2008 年の 3 カ年にわたって春植え 3 作，
春株出し 2 作で奨励品種決定調査を実施した。また，
沖縄県農業研究センター名護支所において，2006 年
から 2009 年の 4 カ年にわたって春植え 4 作，春株出
し 3 作で同様に奨励品種決定調査を行った。その耕
種概要を第20 表に，成績を第21表に示した。
熊毛支場では，春植えにおける「KN00-114」の原
料茎長は「NiF8」とほぼ同程度で，原料茎径が細く
一茎重が軽かった。原料茎数は「NiF8」よりも多かっ
たものの，原料茎重はやや軽かった。一方，甘蔗糖
度，可製糖率は 「NiF8」に比べやや高く，可製糖量
は「NiF8」よりもやや少なかった。株出しでは，原料
茎数，原料茎長ともに「NiF8」と同程度で，一茎重
が軽かったため，原料茎重は「NiF8」を下回った。
蔗汁糖度，可製糖率は「NiF8」よりも高く，可製糖量
も「NiF8」より多かったが，春植えでは可製糖量が少
なかったことから奨励の決定には至らなかった。
名護支所では，春植えにおける原料茎重および可
。
。 。：
。
：
製糖量は「NiF8」をやや上回っていたものの，株出し
では原料茎重，可製糖量とも「NiF8」を下回り，奨励
の決定には至らなかった。
4.　栽培適地，普及見込み面積および栽培上の留意点
これまで述べてきたとおり，「KN00-114」は，鹿
児島県大島地域において収量や早期収穫時の糖度が
様々な作型において安定している。そのため，鹿児島
県大島地域における「NiF8」の糖度の低い地域，12
月収穫を推進する地域での利用に適している。収穫後
の刈置きによる品質劣化の程度は「NiF8」よりも大き
いので，収穫後は迅速に工場に搬入することが望まし
13石川ら：早期収穫向けサトウキビ新品種「KN00-114」の育成
い。一茎重がやや軽い茎数型の品種であるため，株
出し後に良好な萌芽を確保することが重要である。株
出し処理は，収穫後すみやかに行うことが推奨される。
風折抵抗性が「NiF8」よりやや劣るため，台風による
折損の危険性が高い圃場では栽培を控えることが望
ましい。「KN00-114」は，鹿児島県では奄美地域で
1000ha の普及を見込んでいる。
Ⅴ． 命名の由来
国際的なサトウキビ品種の命名に関する取り決めに
従い，九州で育成されたことを示す「K」と交配地で
ある南アフリカ共和国を示す「N」を冠し，2000 年に
実生選抜に供試したことを示す「00」と選抜段階の系
統番号を示す「114」を組み合わせ，「KN00-114」と
命名した。
Ⅵ． 育成従事者
「KN00-114」の育成従事者は，第 22 表のとおりで
ある。
:
Ⅶ． 考　　察
本品種育成の目標は，茎数型多収かつ早期高糖の
品種を育成することにあった。そのため，南アフリカ
共和国で交配された種子を得て，その後代において，
茎数型の多収性と早期収穫適性を重点に選抜を重ね
た。「KN00-114」は発芽，分げつ性，茎の伸長性に
優れており，原料茎重は春植え，株出しとも「NiF8」
より重い。鹿児島県大島地域の早期収穫では，「NiF8」
と比較して甘蔗糖度が高く，原料茎重，可製糖量が
多い。このことより，当初の育種目標はほぼ達成でき
たと考えられる。
鹿児島県のサトウキビ栽培は，熊毛地域（種子島），
大島地域（奄美大島，喜界島，徳之島，沖永良部島，
与論島の 5 島）の島嶼地域で行われており，日本のサ
トウキビ生産量の約 45％（約 65 万ｔ，2010 /2011 年
期）（鹿児島県農政部農産園芸課，2011）を占める。
大島地域では，サトウキビの収穫期間が 1 月から 3 月
の 3 か月間に限られていることが作業の競合を引き起
こし，植付け作業や株出し管理作業の遅延を招くこと
により，結果的に翌年の収量低下につながる悪循環が
起こっており，そのことが，サトウキビ単収，ひいては
生産量の安定化を阻む大きな要因となってきた（伊禮
ら，2009）。早期高糖性品種の利用による収穫作業の
前倒しによる，植付け，株出し管理の早期実施の実現
はこの悪循環を断ち切る有効な手立てとなりうるもの
であり，2006 年の導入以来，「Ni22」がその役割を果
たしてきた。しかしながら，1 品種がその重責を担うこ
とは，地域のサトウキビ生産の安定性を鑑みると好ま
しいとはいえず，早期収穫に適した複数の品種が求め
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られていた。
「KN00-114」は茎数型の多収性と早期高糖性を具
えた 12 月収穫に適した品種である。その茎径は“や
や細”とこれまでの早期収穫体系の柱品種である
「Ni22」よりも太く，脱葉性にもより優れており，ハー
ベスタ普及率の異なる多様な島々が混在する大島地域
において，広く普及する可能性のある品種である。今後，
この品種が「Ni22」と対をなす早期収穫を支える柱品
種となり，同地域で栽培される干ばつに強い「Ni23」（氏
原ら，2010）と役割分担することで，大島地域のサト
ウキビ収量・品質の安定化に貢献することを期待する。
Ⅷ． 摘　　要
「KN00-114」は九州沖縄農業研究センターにおいて
育成された多収性，早期高糖性を具えた 12 月収穫が
可能なサトウキビ新品種である。多収かつ早期高糖の
品種を育成することを目標に，1998 年に南アフリカ糖
業研究所から導入した種子を得て，実生選抜，4 回の
栄養系選抜，系統適応性検定試験，特性検定試験，
奨励品種決定調査を経て育成した。発芽は 「NiF8」
と同程度に良く，萌芽は「NiF8」よりもやや劣る。分
げつ性は「NiF8」よりも優れ，原料茎数は春植え，
株出しとも「NiF8」より多く，特に春植えで安定して
「NiF8」より多い。生育初期の伸長性も「NiF8」と同
程度に良好で，原料茎長は「NiF8」と同程度かやや
長い。原料茎径は「NiF8」よりもやや細く，一茎重は
「NiF8」よりも軽い。原料茎重，可製糖量は春植え , 
株出しとも「NiF8」よりも多い。早期高糖性で 12 月
収穫において「NiF8」よりも高糖多収である。鹿児島
県大島地域で早期から高糖性を示すだけでなく，春
植え，春株出し，夏植え，夏株出しの様々な作型で
収量性に優れる。鹿児島県大島地域の「NiF8」の糖
度が低い地域，12 月収穫を必要とする地域に普及する
見込みである。2012 年には大島地域を普及見込み地
帯とする鹿児島県の奨励品種として採用され，「KN00-
114」（さとうきび農林 30 号）として命名登録された。
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写真 １　立毛状況
標準品種の「NiF8」右，「KN00-114」左
（2007 年 11 月：九州沖縄農業研究センター）
写真２　脱葉茎
標準品種の「NiF8」左，「KN00-114」右
（2007 年 11 月：九州沖縄農業研究センター）
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長い。原料茎径は「NiF8」よりもやや細く，一茎重は
「NiF8」よりも軽い。原料茎重，可製糖量は春植え , 
株出しとも「NiF8」よりも多い。早期高糖性で 12 月
収穫において「NiF8」よりも高糖多収である。鹿児島
県大島地域で早期から高糖性を示すだけでなく，春
植え，春株出し，夏植え，夏株出しの様々な作型で
収量性に優れる。鹿児島県大島地域の「NiF8」の糖
度が低い地域，12 月収穫を必要とする地域に普及する
見込みである。2012 年には大島地域を普及見込み地
帯とする鹿児島県の奨励品種として採用され，「KN00-
114」（さとうきび農林 30 号）として命名登録された。
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New Early Maturing Sugarcane ‘KN00-114’
Shoko Ishikawa1）, Takayoshi Terauchi1）, Takeo Sakaigaichi, Taiichiro Hattori 
Makoto Matsuoka2）, Kunihiro Ujihara3）, Shin Irei4）, Yoshifumi Terajima5）, Akira Sugimoto6） 
Yuzo Komaki7）, Fumio Shikura7）, Junichi Nagai7）, Jiro Tedaka9）, Akihiro Fujisaki8）
Shigekiyo Shirasawa8）, Junya Sonoda8）, Hiroyuki Nishi8）, Minoru Takemure8）and Toshiaki Ogata10）
Summary
　‘KN00-114’ bred at NARO Kyushu Okinawa Agricultural Research Center is a new sugarcane 
cultivar characterized by high-yielding ability and early maturity, enabling early harvest in 
December.  It was selected from seeds introduced in 1998 from the South African Sugarcane 
Research Institute (SASRI) through the Sugar-Crop Development Fund.  The process of 
breeding includes selection of original seedlings, four clone-selection stages, and multiple yield 
evaluations including regional adaptability testing.
    The main characteristics of KN00-114 are as follows.
   　 Early-stage growth: Good germination similar to NiF8
   　 Tillering: Better than that of NiF8
   　 Stem length: Longer than that of NiF8
    　Stem diameter: Slightly thinner than that of NiF8
   　 Sugar yield: Exceeds that of NiF8
   　 Maturity: Very early, suitable for harvesting in December
　KN00-114 is well adapted to the Ohshima region of Kagoshima Prefecture with its high-
yielding ability and high sucrose content at early harvest.  It has been recommended in 
Kagoshima Prefecture and was officially registered as ‘KN00-114 (Sugarcane Norin 30)’ by the 
Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries of Japan in 2012.
　Key words： sugarcane, early maturity, early harvest, Ohshima region.
Crop and Agribusiness Research Division, NARO Kyushu Okinawa Agricultural Research Center (Tanegashima 
Branch)Anno1742-1, Nishinoomote, Kagoshima 891-3102, Japan.
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